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かつてない厳しい春闘 

２月１２日、ルネサスエレクトロニクス労組は会社に対して要求書を提出し、２０１３年の春闘交渉がスタ

ートしました。今年の春闘は、交渉が始まるより１ヶ月前の１月１７日のグループ合同労使協議の時点で、会

社から賃金カットの継続や早期退職などの追加リストラの提案を受けるという、異例の事態となっています。

このような経営状況を鑑みて、労組の要求は賃金体系の維持と６月の一時金１．０ヶ月という、ミニマムなも

のに留められていますが、それでも会社提案との乖離が甚だしく、双方の納得する妥結点が存在し得るのか、

まったく分からない状況であり、これまでに無く厳しい春闘になることは間違いありません。 

 

― 会社提案内容概略 ― 

 

   ① ２０１３年６月の一時金は支給しない。１２月分は来年度中に別途協議。 

   ② 現在の７．５％（組合員）の賃金カットを、２０１３年度を通して継続する。 

   ③ ルネサスエレクトロニクス販売の本体への統合と拠点（松本、北陸、広島、九州）の閉鎖。 

   ④ 設計子会社のＲＭＳ、ＲＤＣ、ＲＳＯおよび、武蔵ＥＳ、北ＥＳ、高崎ＥＳの再編と、 

     拠点（ＲＭＳの新大阪と熊本、ＲＳＯの武蔵、名古屋、福岡、熊本）の閉鎖。 

   ⑤ 東セミと北セミの統合。函館工場と北海電子のジェイデバイスへの譲渡。 

   ⑥ ２０１３年９月３０日を退職日とした早期退職優遇制度に３千数百名を募集する。 

     特別退職一時金加算は最大で１２ヶ月（４５～５８歳） 

   ⑦ 月俸者制度の改訂。（月俸者＝管理職待遇の者の人数を削減する。） 

 

会社提案の主なものは概略以上です。①の６月の一時金は、生活を守るための最低限の要求として１．０ヶ

月を労組は要求しましたが、会社は一切払えないと言っています。②の賃金カットは、「臨機の対応」として

緊急避難的に行われたはずでした。これを更に１年の長期にわたって実施したいと言います。③と④では、販

売と設計の拠点を多数閉鎖する計画です。地方の拠点が閉鎖されれば、雇用の継続が大変困難になります。特

にＲＭＳ（ルネサスマイクロシステム）は、この年末にも北海道、山形、名古屋の３拠点を閉鎖したばかりで

すし、追加で閉鎖対象となっている新大阪と熊本には合計で５００名近い社員が働いています。⑦の月俸者制

度の改定も問題です。ルネサスの賃金体系維持とは、毎年Ｓ１（主任、技師クラス）から管理職待遇に一定割

合昇格する事も前提にしていますから、管理職待遇者を降格により組合員に戻すような事があれば、今年だけ

で無く、過去数年来の春闘交渉で妥結したはずの賃金体系維持さえも、ひっくり返す事になりかねません。 

 

 

 

 

 

 

 

    安易な追加リストラにＮｏ! 
ＲＭＳ 
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編集後記  今回のビラは、ＲＭＳ限定版として、Ｗｅｂ限定版第９号ビラをベースに作成いたしました。

ルネサスエレクトロニクス社からは、多数の販売拠点および設計拠点の閉鎖が提案されていますが、その

中でも一番目立つのが、４００名以上の社員を擁するＲＭＳ九州の閉鎖です。 

去る２月２２日にルネサスエレクトロニクスの臨時株主総会があり、ＮＥＣエレクトロニクス出身の執

行役員が多数解任になった一方で、新たに役員となったのは三菱電機出身が３名、日立出身が１名でした。

経営トップが旧ルネサステクノロジに独占されつつある事と、設計会社統合でＲＭＳ側が大リストラに遭

っている事とは、果たして何の関連も無いことなのでしょうか。旧親会社の力関係を反映したルネサスへ

の圧力、それに金融機関や産業革新機構からのリストラ圧力を受ける中で、仮に経営者が「これ以上無理

な統合に力を注がず、旧ルネサステクノロジを実質的な存続会社とし、旧ＮＥＣエレクトロニクスからは

特に有益なものだけを吸収する」事を合理的な経営判断だと考え始めているとしたら。穿った見方と知り

つつも、旧ＮＥＣエレクトロニクスグループ側の社員としては、不安を覚えずにはいられません。 

 

新たに提案された早期退職に怒り 

昨年１０月末の早期退職により、グループ全体で約７５００名が退職して、その傷も全く癒えていないとこ

ろに、更に追加早期退職の提案がありました。前回想定人数を２０００人も上回る応募があったにも関わらず、

わずか１年足らずで再募集となります。しかもその理由が、来年度の売上げが何らかの要因によって想定より

も下回るリスクがあるから、その場合でも利益が上がるように固定費を削減するという、極めて消極的なもの

であることに、驚きと怒りを覚えます。 

会社提案によれば、募集人員規模は３千数百名で、退職時期は今年の９月３０日とされています。ターゲッ

トにされているのは、４０歳以上の間接員（ホワイトカラー）です。また、会社は現在約１６５００人の間接

員の４０％程度の削減が必要とも言っているため、最終的には約１万人になるまで、何らかの方法によって人

員を減らす構想を持っていると推定されます。 

退職金の割増しも、昨年は最大で３６ヶ月だったものが、今回の提案では１２ヶ月と、２年分もの減額がな

されています。これでは、会社の再建を信じて残った人にとっては、９月末までの処遇が実質的なタダ働き以

下のものになります。会社には、せめて前回と同等水準とするよう求めたいと思います。 

 

ＲＭＳ熊本は残すべき 

設計会社の統合計画では、ＲＭＳの熊本と新大阪の閉鎖が計画されています。昨年の夏に、札幌、山形、

名古屋の３拠点（当時約２００名が勤務）の閉鎖の話が持ち上がったことで、１０月末の早期退職では１８

００名の社員のおよそ１／４が応募し、社員数は約１３００名まで減少しました。その後、ＲＳＯへの異動

もあって、現在は約千名にまで社員数が減少しています。そして今回、両拠点併せて５００名近くが勤務す

る熊本と新大阪を閉鎖することで、更に大量の退職者を出すことが懸念されます。特に、近くに異動先の無

い熊本の閉鎖は深刻です。熊本の社員には玉川や横浜への異動が計画されていますが、転勤や出向とは違っ

て片道切符の異動であり、かつ異動後が安泰と言うわけでも無い状況では、生活基盤を残して単身で異動す

るのも、生活基盤を引き払って異動するのも、大変重たく辛い決断とならざるを得ません。 

そもそも設計会社統合における会社の目的には、「拠点間のコミュニケーションギャップの解消」があり

ます。熊本には、ルネサスのマイコンの主力生産拠点である川尻工場があり、ここには工場の技術者や生産

本部の技術者も大勢勤務しています。生産本との連携を強化すると言う目的からも、熊本存続が妥当ではな

いのでしょうか。仮に横浜へ集約すれば、多数の技術者が退職することで、開発チャネル数も減少すると予

想されます。開発力の減退は必至ではないでしょうか。熊本の技術者が真に活きる道の模索を求めます。 


